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WEBでも公開中！



知っているのと知らないのでは⼤違い！
資産凍結とは？
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⽇本の少⼦⾼齢化が進んでいます。総務省の発表では2019
年65歳以上の割合が28.1％と発表されました。
つまり⽇本の⼈⼝の4⼈に1⼈以上が65歳以上ということに
なります。
少⼦⾼齢化になると様々な問題が発⽣すると⾔われていま
す。有名なところでは「若者がいないための労働⼒不⾜」
「税⾦の負担」などが上げられます。

「資産凍結」という⾔葉をご存知でしょうか？現在はあま
り認知度がないですが⾼齢化社会の社会問題として徐々に
ニュースなどで取り上げられてきています。

資産凍結の関連情報やその対策は、「⾃分が元気な時に必
ず知っておきたい知識」です。
特に社員を守る⽴場である、オーナー様や経営者様はしっ
かりと学ぶことをおすすめいたします。
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資産凍結とは？
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資産凍結とはその名の通り「資産が凍結される」ことを
差します。

資産が凍結される条件の代表例は以下の3つです。
1.認知症による判断⼒低価
2.脳梗塞の後遺症によって物事の判断ができなくなる
3.事故の後遺症によって物事の判断ができなくなる

この中でも特に多いのが認知症による資産凍結です。
厚⽣労働省の発表によると、2025年には5⼈に1⼈が認知症
の時代と⾔われています。
出典：公益財団法⼈⽇本ケアフィット共育機構
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資産凍結されると、どうなるの？
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資産凍結されると以下の事ができなくなってしまいます。

1.資産の処分
2.資産の移動
3.資産の売買

資産というのは株式取引や、⼟地売買なども含みます。つ
まり取引途中であったとしても資産凍結をされると何もで
きなくなるという状態になってしまいます。

また相続や遺産分割協議もできなくなり、家族間・遺族間
のトラブルの引き⾦となってしまいます。

こういった状態になる前に、事前の準備をすることが⼤切
といえるでしょう。
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判断能⼒を失ったら資産は動かせない？
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現在の⽇本は判断能⼒を失った場合、家庭裁判所が「成年
後⾒⼈」を選びます。

成年後⾒⼈制度を簡単に説明すると、判断能⼒を失った⼈
の資産を管理し、不当な契約から守ることができる制度で
す。

「資産運⽤を誰に任させたいですか？」と質問するとほと
んどの⼈が「家族」と答えると思います。

しかし現状の成年後⾒⼈制度では、家族が選ばれるのは
23％で、弁護⼠等の専⾨職が選ばれるケースが77％になっ
ています。
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「資産運⽤を誰に任させたいですか？」と質問するとほと
んどの⼈が「家族」と答えると思います。

しかし現状の成年後⾒⼈制度では、家族が選ばれるのは
23％で、弁護⼠等の専⾨職が選ばれるケースが77％に
なっています。つまり、⾃分が判断能⼒を失ってからだと
家族に資産運⽤をしてもらうのが難しい状況になってしま
います。



経営者・オーナー様は特に事前準備が必要！
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経営者・オーナー様はその会社の顔であり、⼤⿊柱です。
そういった⽅が判断能⼒を失ってしまった場合、⼤変な事
態になってしまいます。

特に影響があるのが銀⾏などの取引先関系です。

過去に締結がしてある契約が、認知症によって破棄される
ことや、返済期間が変更され⼀括返済を要求されることは
ありません。

しかし、「返済の遅延」をした場合、状況が変わります。

今まで少しの遅延を容認していた⾦融機関も態度を変える
事例もあります。

⾦融機関側からすると少しでもリスクがある企業との取引
は打ち切りたいと思うのが本⾳のため、対応が急変する可
能性があります。

また取引企業も「判断能⼒を失った経営者」の会社と取引
をするのはリスクが⾼いため、仕事の発注がどんどん減
り、会社全体に⼤きな影響を及ぼす可能性があります。
しかし、判断能⼒を失うことを防ぐことは⾮常に難しいで
す。「認知症にならなければいい」「不慮の事故に合わな
ければいい」というのは現実的に不可能です。
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事前対策を専⾨家に相談しよう
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⾃分が判断能⼒がなくなる前にしっかりと専⾨家に相談す
ることをおすすめいたします。

⾃分のためだけではなく、家族のため、会社のためを思っ
て事前対策をしていきましょう。
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WEBでも公開中！



他⼈事じゃない！資産凍結対策はどうした
らいい？〜前編〜
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資産凍結は他⼈ごとではなく⾃分の⾝近なものというのは
ご理解いただけましたでしょうか？

認知症や判断能⼒がいつなくなるか誰にもわかりません。

そのために、事前に資産凍結の準備をしておく必要があり
ます。今回は具体的にどういった対策をすべきかをお伝え
していきます。
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どういった対策をすべき？対策⽅法をご紹
介

⾃分の判断能⼒がなくなる前に以下のことをしておきま
しょう。具体的には以下の4つがあげられます。

①お⾦をかけないでできる⽅法

②任意後⾒制度を活⽤する

③家族信託

④現預⾦を凍結させない特別な⽅法



© 2020 Bonds.inc - All rights reserved 18

1. お⾦をかけないでできる⽅法

対策として2つがあげられます。

１．キャッシュカードを作っておく
２．定期預⾦を解約して普通預⾦に⼊れておく

⼀つずつご紹介します。
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１-１キャッシュカードを作っておく

キャッシュカードですがカードを作っておくとＡＴＭから

現⾦を引き出すことができます。

「キャッシュカードを作っていない⼈いるの？」と思われ

るかもしれませんが、ご⾼齢の⽅はキャッシュカードを

作っていないパターンが意外とあります。

また暗証番号を家族間で共有することで、本⼈が番号を思

い出せなくても対応することができます。

普段からしっかり信頼関係を結び、情報を共有していきま

しょう。
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１-２定期預⾦を解約して普通預⾦に⼊れておく

定期預⾦は本⼈以外解約することができません。そのため
資産凍結をされた場合、家族ではどうすることもできなく
なってしまいます。

すべての定期預⾦を解約する必要はありませんが、ある程
度普通預⾦に⼊れておくことで資産凍結のリスクを回避す
ることができます。
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２. 任意後⾒⼈制度を活⽤する

任意後⾒⼈制度は⾃分が判断できるときにしか活⽤できな
い制度です。
⾃分⾃⾝がしっかりしているときに任意後⾒⼈制度を活⽤
しましょう。
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⾃分が認知症になったとき誰に資産管理をしてもらいたい
ですか？ほとんどの⼈が「家族」と答えると思います。

しかし、事前準備をしなかった場合「成年後⾒⼈」が資産
管理を⾏います。成年後⾒⼈は家庭裁判所が決めますが、
家族が選ばれるとは限りません。
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割合でいうと家族は23%、77%は専⾨職（弁護⼠、司法書⼠
等）が選ばれています。

成年後⾒⼈は途中でストップすることができず、始まった
ら亡くなるまで続くことになります。

成年後⾒⼈には報酬も発⽣します。家庭裁判所が決めます
が、管理財産が5,000万円以下で⽉額3〜4万円管理財産が
5,000万円超で⽉額5〜6万円と⾔わています。
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これが20年続いた場合、5,000万円越えの資産を持っている
⼈の成年後⾒⼈は

▶⽉額5万円 × 12ヶ⽉ × 20年間 → 1,200万円

1,200万円の報酬を得ることができます。
特に資産が多い経営者の⽅は5,000万円の資産を持っている
⽅もいらっしゃると思います。

家族ではなく、専⾨職の⼈に⽀払うとなると少し複雑な気
分になる⼈も多いと思います。



© 2020 Bonds.inc - All rights reserved 24

これを回避するには先ほどお伝えした「任意後⾒⼈制度」
を活⽤することが⼤切です。



任意後⾒⼈制度とは？
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任意後⾒⼈制度は⾃分の元気なうちに、家族を管理者に決
めておくことが可能です。

つまり⾃分が認知症になったとしても、⾃分の資産管理を
家族に任すことができます。

任意後⾒契約を締結しておくことで今後の資産管理が安⼼
することができます。

しかし例外もあります。

監督⼈・家庭裁判所から監督を受ける、⽣前贈与、相続対
策は困難、不動産、⾃社株の処分は困難等です。
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例外はありますが、⾃分がしっかりしているうちに任意後
⾒⼈制度を活⽤することで資産を守ることができます。

特に従業員の⽣活も背負っている経営者の⽅は任意後⾒⼈
制度をしっかり決めておくことが⼤切といえるでしょう。
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WEBでも公開中！



他⼈事じゃない！資産凍結対策はどうした
らいい？〜後編〜
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前編で「お⾦をかけないでできる⽅法」と「任意後⾒制度
を活⽤する」ことをお伝えしました。

しかしこの⽅法だけでは資産凍結の対策を完璧にしたとは
⾔えません。

今回はさらに深堀して対策のご紹介をしていきたいと思い
ます。
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どういった対策をすべき？対策⽅法をご紹
介

⾃分の判断能⼒がなくなる前に以下のことをしておきま
しょう。
具体的には以下の4つがあげられます。

①お⾦をかけないでできる⽅法

②任意後⾒制度を活⽤する

③家族信託

④現預⾦を凍結させない特別な⽅法

今回は③と④をご紹介いたします。
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3.家族信託

お⾦と答える⼈も多いと思いますが、株式や⼟地、家など
の建物も資産として計上されます。

家族信託とは、⼀定の⽬的に従って信頼する家族に、財産
の管理、運⽤、処分を託す制度です。

②でご紹介した「任意後⾒制度」はお⾦などを守ることは
できても、不動産の売却などをすることはできません。
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例えば、認知症が発⽣する前に⽗親が「将来介護施設に⼊居
するとき家を売却したい」と話していたとします。

しかし⽗親が認知症になった場合、⽗親本⼈は家を売却する
ことができないのはもちろんのこと、周りの⼈も売却するこ
とができません。

こういった状態になる前に、家族信託を活⽤し信頼できる⼈
を任命しておけば、家を処分することができます。

この家の処分には家庭裁判所などの審議は必要なく、家族信
託を活⽤することでスムーズに物事を進めることが可能で
す。

この制度は特に経営者の⽅はしっかりと意識しておきましょ
う。⾃社株を100％持っている⾃分が認知症になった場合、⾃
社株の⾏⽅はどうなると思いますか？

本来後継者として渡したかった⼈に届かない可能性も発⽣
し、会社の流れや業績にも⼤きな影響を及ぼします。

株式のほかにも「会社の不動産売却」や「担保設定等の契約
⾏為」のも影響を及ぼします。こういった事が発⽣してしま
うと⾃社内だけのことではなく、取引先にも迷惑がかかって
しまいます。

⾃分の会社を守るために、すぐにでも家族信託の制度を活⽤
することを推奨します。
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4.現預⾦を凍結させない特別な⽅法
そもそも現預⾦はどうして凍結させるのでしょうか？凍結
させる前提として本⼈の資産を守ることがあげられます。

認知症や判断能⼒がない時に誤った契約をしたり、意図し
ない資産運⽤をさせないために資産を凍結させています。

皆さんは⾃分の財産を誰かに贈与したいと思っていません
か？多くの⽅は「家族」と答えると思います。しかし何も
対策をせずに認知症になった場合、贈与されない可能性が
発⽣します。

元気なうちにしっかりと対策をして、贈与したい⽅に正し
く与えられるようにしていきましょう。

対策として元気なうちに移しておきたい⾦融資産を決めて
みなし贈与プランと⾔われる⽅法を活⽤してきましょう。

みなし贈与プランは元気なうちは、本⼈が使うことができ
ます。そして元気なうちに契約者を家族に変更します。

そうした場合、認知症になったとしても、家族が資産を使
うことができます。
ポイントは「元気なうちに契約者を家族に変更」すること
です。認知症になった後では遅いので注意しましょう。



5.事前準備は何よりも⼤切！
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資産凍結について4つの対策をお伝えしました。

すべてに共通して⾔えることは「元気なうちに対策を⾏っ
ていくこと」です。

いつどこでどうなるかは誰にもわかりません。もしかした
ら明⽇急に判断能⼒がなくなる可能性も０ではありません。

事前準備をしておくことで、⾃分⾃⾝を安⼼することはも
ちろんですが、周りの⼈も安⼼することができます。

⾃分のため、会社のため、家族のために資産凍結について
真剣に考えて対策を練っていきましょう。
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Bondsについて

【Bondsとは︖】

相続・事業承継の専⾨家として、皆様の⼤切な資産をお守りする為に
⽴ち上げた会社です。個⼈・企業・地域との「絆（Bonds）」を⼤切に、
関わるみなさまや社会の発展に貢献させて頂きます。

【主な取り組み】

・認知症等による資産凍結セミナーの開催

資産凍結のリスク及び対策について広く周知したいと考え、
⽉に２回定期セミナーを開催中です
!詳細はこちら

・YouTube配信

時間や場所に縛られず、いつ・どこでも情報を⼊⼿して頂きたい。
そのような考えで、資産凍結リスクに関する情報を中⼼に
YouTube配信を⾏っております。
!詳細はこちら

https://select-type.com/rsv/?id=7Xi8csdWAPQ
https://www.youtube.com/channel/UCulE2uMcfr-Q8lpJ0KETprw
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